
                                                              

                                 

  

                                 

   

 

 

  

 

 

   

 

  

 

 

 

                                       

                    

 

 

 

 

                

 

 

 

         

                        

 

                                     

 

  

 

 

  

日 曜日 予   定 預かり 

１ 木  ○ 

２ 金  ○ 

３ 土 自由登園日  

４ 日   

５ 月  〇 

６ 火 保育参観  個人面談（全保護者対象） ○ 

７ 水  ○ 

８ 木 避難訓練（全園児） ○ 

９ 金 誕生会（満 3歳児） 〇 

10 土 休業日  

11 日    

12 月 誕生会（年長組） 〇 

13 火 誕生会（年少組）       ○ 

14 水 みどりの広場 ○ 

15 木 
かもしかクラブ（年中組親子） 

年中組お楽しみ会 
○ 

16 金 誕生会（年中組）身体測定（2歳児） ○ 

17 土 自由登園日  

18 日   

19 月  〇 

20 火 みんなで大掃除 ○ 

21 水 終業式 ○ 

22 木 海の日  

23 金 スポーツの日  

24 土 休業日  

25 日   

26 月 夏季休業（～8／２２） 〇 

27 火  ○ 

28 水  ○ 

29 木  ○ 

30 金  〇 

31 土 みどりの集い（1年生）  

《 せいかつ 》 
暑さから自分の体を守りましょう。 

（帽子をかぶる、進んで水分補給をする）  
 
《 仲よしあそび 》 
・夏ならではの遊びを十分に楽しむ。 

（泡遊び、シャワー遊びなど） 

・全身を使って思う存分に造形遊びを楽しむ。 

（絵の具遊び、泥んこ遊び、新聞遊びなど） 

・夏の行事に触れ、イメージを広げて遊ぶ。 

 （笹飾り、宇宙ごっこなど） 

 

８月の主な予定 

 

 

お知らせ 

◇２３日(月) 始業式 普通保育 

◇２４日(火) 身体測定（さくら組、年中組） 

◇２５日(水) 身体測定（年少組、年長組） 

みどりの広場 

◇２６日(木) 身体測定（ちゅうりっぷ組） 

◇２７日(金) 避難訓練（ちゅうりっぷ組） 

☆６日(火)・７日(水)保育参観 

☆６日(火)～９日(金)個人面談（全保護者対象） 

 ※以前配布したプリントをご確認ください。 

 

 

 

 

 

令和３年７月みどり幼稚園 

《 ７ 月 の 予 定 》 

 

 

 

今 月 の 保 育 内 容 

さ く ら 組 

・教師や友だちと一緒に水遊びを楽しむ。 

・教師に手伝ってもらいながら、一緒に身の周りのことをしようとする。 

年 少 組 

・水、砂、泥などいろいろな感触に触れて楽しむ。 

・夏の生活の仕方を知り、身の回りのことを自分でしようとする。 

・夏野菜の生長に興味を持ち、収穫したり食べたりすることを喜ぶ。 

年 中 組 

・夏の遊びや生活に必要なことが分かり、自分から進んで行う。 

・いろいろな水遊びに興味を持ち、水のおもしろさや気持ち良さを感じながら遊ぶ。 

・夏ならではの遊びを経験する中で、思ったことや感じたことを教師や友だちに伝える。 

年 長 組 

・プール遊びの約束を守り、自分なりの目当てを持って楽しむ。 

・七夕や宇宙に興味関心を持ち、友だちとイメージを膨らませながら遊ぶ。 

・収穫した野菜の大きさや形、色、匂い、数、味などに興味や関心を持つ。 

 

《  経 験 内 容  》 

 

今年も水遊びの時期がやってきました。夏のよ

うな陽ざしの中、プールから元気な声が聞こえて

います。水の中に体を入れる時の「きゃー」・「う

ぁー」というあの声は、感覚としてみんなが理解

できます。年長児の場合は声のトーンが控えめに

抑えられるのは、経験の成せる技なのでしょうね。

でも、遊びに夢中になってくると、やっぱり声は

大きくなり、楽しさがこちらにも伝わってきます。 

ところで、水泳と言えば、みどり幼稚園 OB の小関選手は残念ながらオリンピック

出場の切符を手にすることができませんでしたが、これまでの頑張りには大きな拍手

を送りたいと思います。夢をつかむ選手がいる一方で、多くの選手は悔しい思いをす

ることになります。世の中の大多数の人は後者のような経験を積み重ねながら成長し、

今を生きているのではないでしょうか。経験の中から何を学び、次にどう生かすか、

みんなそのような過程を繰り返しています。 

体験には+体験と－体験があると思うのですが、子どもに体験してほしいと思って

いることを少々。生と亡、苦と楽(喜)などの＋と－両極の様々な体験、そして克服体

験です。その年代なりの体験で構いません。共感する気持ちの幅が広がっていくので

はないかと思っています。♪人生楽ありゃ苦もあるさ～ 涙の後には虹が出る… 

さあ、7 月です。今年の夏休みの計画を考えてもいい時期になってきました。 

                      （文：園長 奥山 愼） 

 

 

実家庭配付 


